
 
 
１． 日時・場所 
平成１９年６月１７日 １４：００～ 
グループホームのんびりーす １階コミュニティールーム 
 
２． 参加者 
町内代表（前副会長）    １名 
ご家族           ７名 
認知症サポーター研修修了者 ２名 
本部職員          １名 
近隣グループホーム職員（グループホーム中原）   １名 
ご入居者様代表       ２名 
職員（管理者）       ２名 
計 １６名（別添参加者名簿参照のこと） 
 
３． 議事内容 

● 管理者・職員の挨拶 
● 町内代表のご説明（地域の説明、並びに町内との連携について） 
● 活動報告（含む職員、ご入居者様異動報告） 
● 添付資料に沿った説明 

① 拘束について 
→正当な手続きを踏んでいること、コンプライアンスを最優先に考えて

いる姿勢 
② 運営推進会議の趣旨について 
③ 今後ののんびりーすのあり方について 
→ケアだけではご入居者様の本当の幸せはあり得ない 

・ ご家族との連携 
・ 医療（特に精神科）との連携 

※添付資料はのんびりーす内にて開示しております。 
● 質疑応答 

① コムスンの問題などニュースなどを見ながら、バナナ園の中でのん

びりーすに対する指導などあって、日頃の管理を強める方向にある

のかと心配したが、管理者がこれだけしっかりコンプライアンスな

ど重要視していて、家族として安心した。（ご家族より） 
② バナナ園は６つの施設を持っているが、職員の異動はあるのか？（近

第５回のんびり語ろうの会（運営推進会議）議事録 



隣グループホームより） 
→実際にはあります。但し、引継ぎなどしっかり行い、のんびりーすの

潮流は堅持するように対応します。 
③ 地域との連携はどのようにすればうまくいくのか。経緯を説明して

頂きたい。 
→最初に理事の方に挨拶をさせて頂いたら、総会の案内を頂き、管理者

二人で総会に参加し、地域に知っていただくよう始めたのが第１回のん

びり語ろうの会。地域の方に見学して頂き、認知症グループホームにつ

いてご理解を頂いた。何より管理者などが足しげく町内の行事など参加

し、自分の施設をアピールすることが重要です。 
※ その他ご家族からは、ただただ感謝の言葉しかない、という

感想が幾つか出ました。 
 

以 上 
 
※次回は８月下旬～９月にかけて、地域交流会を予定しております。 

 
 


